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マハタ養殖に関する研修会
全国はもとより、三重県でも熊野灘沿岸において養殖されているマダイですが、単価低迷が続くため、マダイに替わる新たな養殖魚種として県ではマハタ種苗生産に関する研究を進めてきました。三重県では平成１１年度に初めてまとまった数量のマハタ種苗生産に成功した後、栽培漁業センターへの技術移転、養殖現場での実用化へと歩を進めてきました。VNN対策としてワクチンの実用化等問題も残っていますが、今般、三重県尾鷲水産研究室がマハタ養殖マニュアルをまとめ、これをもとにした研修会が熊野灘沿岸の４会場（尾鷲漁協、くまの灘漁協、海山漁協、三木浦漁協）で開かれました。
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三重県水産研究所尾鷲水産研究室の栗山研究員より、マニュアルをもとに生理生態特性、養殖管理での留意点、魚病とその対策について説明がありました。
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三重県尾鷲農林水産商工環境事務所水産室の井上主査により、県内外の調理師に行ったアンケート結果が紹介されました。マハタは概して好評で続けて利用したいという調理師もいたという事でした。大きさは更に大きなサイズを希望する声もあったようです。
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三重県水産研究所尾鷲水産研究室の土橋室長より、今年のマハタ種苗生産について説明がありました。
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研修を受ける漁業者のみなさん。
（場所：くまの灘漁協）
